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液晶デｲスプレイ用大型MoNbターゲット材

液晶ディスプレイの市場はCRTモ
ニターの順調な置き換えに加えて，
TV市場も確実に動き始め，飛躍的
な市場の拡大が見込まれている。
基板サイズの大型化（図１）に伴い，
ターゲット材寸法も1ｍを超える大
きさになってきた。一方でパネル
の大型化及び高精細化に伴い，材

質がCrからより低抵抗なMoへと変
化している。しかしMoはCrに比較
し耐湿性に劣るため，Crより低抵
抗かつ耐湿性に優れたMo合金が必
要となっている。当社開発材の
MoNbはCrより低抵抗で，Moと膜応
力が同等であり（図２），さらに耐湿
性に優れている（図３）。耐湿性の改

善効果が認められるのは2at％以上
のNb添加組成である（図４）。また，
5分以内のエッチングを考慮した場
合5～10at%Nb組成が良好である
（図５）。このMoNb材は延性にも優
れており，塑性加工により第7世代
以降の製品を製造することが可能
である（図６）。（特殊鋼カンパニー）

Large Size MoNb Target Materials for Liquid Crystal Display

図１　液晶ディスプレイ基板サイズ推移

Fig. 1 Trend  of glass substrate size for LCD.
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図５　エッチング評価結果

Fig. 5 Results of etching test for Mo-Nb films.
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図３　耐湿性評価結果（純水浸漬25日後の外観，温度：約25℃）

Fig. 3 Results of moisture resistance test for Mo alloy films.
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図２　比抵抗・膜応力の比較

Fig. 2 Comparison between resistivity and film

stress of Mo alloy films.
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図４　Nb添加量による耐湿性評価結果

Fig. 4 Results of moisture-resistance test for Mo-Nb films.
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図６　第7世代MoNbターゲット

Fig. ６　Mo-Nb target material for G7.
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有機EL蒸着装置用マスクフレーム

有機ELディスプレイは，従来の
液晶ディスプレイを大きく上回る
高画質を実現する新しいディスプ
レイデバイスであり，自発光型の
ためバックライトが必要なく，高
輝度，広視野角，高コントラスト，
優れた色再現性などの特長を持っ
ており，次世代FPD（Flat  Panel

Display）として最近急速に注目が
高まっている。
１．市場ニーズ

自発光体が低分子の場合は，分
子を真空状態で昇華させ，ガラス
基板に分子膜を蒸着させるという

方法で製造され，その製造温度は
分子が気体になるよう管理されて
おり，蒸着の際に，ガラス基板と
Metal maskとの間で生じる熱膨張率
の違いから，大型サイズになるほ
ど成膜にムラが生じる傾向があり，
ガラスに近い熱膨張率を有する
Metal maskとそれを接着や溶接等で
保持するMask frame（図１）が要
求されつつある。Metal frameはコ
イル状の材料を，Mask frameは各
種材料を加工し，組立用部材完成
品として提供している。

２．特　徴

今回，代表的な低熱膨張合金で
ある36％Ni-Feを使い，それに精密
加工を加えたMask frame完成品を
提供する。同時に，熱膨張係数の
近い鋳鋼品（NMI-K2）の製造も開
始した。
・材料特性　　：表１
・対応加工寸法：板厚 Max  150mm

幅　Max 1500mm

全長Max 3000mm

（特殊鋼カンパニー）

Mask Frame for Deposition Equipment of Organic Electro Luminescence Display

図１　マスクフレームとメタルマスクの組立て例

Fig. 1 Assembling example  of mask frame and metal mask.
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表１　材料別特性比較表

Table 1 Comparison of properties for metal masks and mask frames.

YEF，YET：日立金属登録商標

Grade
JIS

Grade name
Thermal expansion coefficient 0.2％ Yield Tensile strength Hardness

（Reference） 20-100℃（×10－6/℃） strength（N/mm2） （N/mm2） （HBW）

Low thermal Invar YET36 1.75 314 451 ≦131

expansion steels Super Invar YET315 0.7 333 470 ≦137

Low thermal
－ NMI-K3 3.3 ≧250 ≧430 ≧135

－ NMI-K2 2.3 ≧250 ≧430 ≧130
expansion castings

－ NMI-K1 1.3 ≧250 ≧430 ≧125

Sealing alloy 42Ni YEF42 4.3 235 490 ≦129

SUS304 SUS304 16.3 ≧205 ≧520 ≧187

Stainless steels SUS430 SUS430 26.4 ≧205 ≧450 ≧183

SUS440C SUS440C 25.0 ≧245 ≧590 ≧248

Aluminium alloy A5052 － 23.8 ≧110 ≧195 －

Alumiium casting alloy AC4C － 21.5 ≧190 ≧230 ≧81


